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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公開番号】特開2013-28558(P2013-28558A)
【公開日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2011-165198(P2011-165198)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/27     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/29     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  17/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   8/27    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/29    　　　　
   Ａ６１Ｑ  17/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
さらに、本発明の乳化形化粧料は上記必須成分以外に通常化粧料で使用される任意成分を
発明の効果を損なわない範囲で含有することができる。かかる任意成分としては、例えば
、マカデミアナッツ油、アボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、
ヒマシ油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤ
シ油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ
、イボタロウ、ラノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワック
ス類、流動パラフィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン
、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリ
ン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレ
ン酸等の高級脂肪酸類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアル
コール、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステ
アリルアルコール等の高級アルコール等、イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２
－エチルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸
エチレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカ
ン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸
トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－
エチルヘキサン酸ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジメチルポリシロキサン
、メチルフェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、
オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチ
ルシクロヘキサンシロキサン等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、ポリ
エーテル変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン
等の変性ポリシロキサン等のシリコーン油等の油剤類、脂肪酸セッケン（ラウリン酸ナト
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リウム、パルミチン酸ナトリウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノ
ールアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム
、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類、イミダ
ゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カ
ルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、ア
ミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、ソル
ビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等
）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪
酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリ
セリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオ
レエート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸
エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル
類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチ
レングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（
ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥ
ノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（
ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油
・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステ
ル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリ
ン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリトール、マル
チトール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレン
グリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキ
サンジオール、１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類、ピロリドンカルボン酸
ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類、グアガム、クインスシード、カラギ
ーナン、ガラクタン、アラビアガム、ペクチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、
カードラン、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロ
ース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グ
リコーゲン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、トラガントガム、
ケラタン硫酸、コンドロイチン、ムコイチン硫酸、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキ
シメチルグアガム、デキストラン、ケラト硫酸，ローカストビーンガム，サクシノグルカ
ン，カロニン酸，キチン，キトサン、カルボキシメチルキチン、寒天、ポリビニルアルコ
ール、ポリビニルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、
ポリエチレングリコール、ベントナイト等の増粘剤、表面処理されていても良い、マイカ
、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリ
カ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面処理されていても良い、酸化コ
バルト、群青、紺青、酸化亜鉛の無機顔料類、表面処理されていても良い、酸化鉄二酸化
チタン焼結体等の複合顔料、表面処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩
化ビスマス等のパール剤類、レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤
色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２
２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２
０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタクリル
酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、エタノ
ール、イソプロパノール等の低級アルコール類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ
６塩酸塩，ビタミンＢ６トリパルミテート，ビタミンＢ６ジオクタノエート，ビタミンＢ
２又はその誘導体，ビタミンＢ１２，ビタミンＢ１５又はその誘導体等のビタミンＢ類、
α－トコフェロール，β－トコフェロール，γ－トコフェロール，ビタミンＥアセテート
等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノ
リンキノン等のビタミン類などが好ましく例示できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
【表４】

表４の結果から水中油剤形においても本発明の乳化形化粧料がＡ領域及びＢ領域の紫外線
に対する防御効果が高く、かつ、その効果が長時間維持されることが証明された。また、
ＵＶ－Ａ吸収剤としてジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、ｔ－ブチ
ルメトキシベンゾイルメタンを用いた場合は、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾ
リジンプロピオン酸2－エチルヘキシル、メチレンビスベンゾトリアゾリルテトラメチル
ブチルフェノールを用いた場合の半分の含有量で同等のＡ領域の紫外線の防御効果を得て
おり、ＵＶ－Ａ吸収剤としてジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、ｔ
－ブチルメトキシベンゾイルメタンが好ましいこともわかる。
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